
５月より、第Ⅳ群の生徒指導に係る訪問指導を行いました。お忙しい中、各学校とも丁寧な説明をし
ていただきありがとうございました。
訪問指導でお聞きした中で、以下のような成果のある取組がありました。
① アンケートＱＵの有効活用を目指して
・各学校とも学年部単位で学級ごとの結果の分析と今後に向けた取組計画を検討し、職員会で共通
理解を図るという流れが定着しています。中でも、特に心配される状況がある場合など、検討す
る際に積極的に配置されているスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の外部の
専門家の意見を取り入れ、効果を上げている学校が見られました。

② スクールカウンセラー（ＳＣ）の活用
・ＰＴＡ総会や参観日、給食の試食会時に保護者対象の講演会を実施したり、授業を中心として児
童生徒と触れ合う場を設定したりするなど、ＳＣの周知を図り相談しやすい雰囲気づくりを行っ
ている学校があります。また、ＳＣによる「傾聴」などの専門的な校内研修を実施し、教職員の
確実な資質の向上につながっています。

来年度に向けてのお願い ＜小中連携した取組を・・・＞
・パソコン等によるインターネット環境の家庭への浸透やスマートフォンを利用する児童生徒の増加
に伴い、児童生徒がインターネット上のトラブルに巻き込まれる危険性が増加しています。また、
インターネット上のいじめや誹謗中傷をはじめとする問題行動が増加の傾向にあります。島根県で
は本年度より犯罪被害等から児童生徒を守り、問題行動の早期発見、早期対応の観点からネットパ
トロール事業を展開しています。
・情報モラル教育につきましては、各学校で計画的に実施していただいているところですが、より効
果が上がるよう、校区の小中学校が連携し、系統的で発達段階に応じた指導を今後展開していただ
きたいと思います。

指導主事 兒玉 浩二第Ⅳ群 生徒指導に関する学校訪問指導から

１０月２８日（日）に県の学力向上プロジェクトの一つ
として「しまね数リンピック」を開催しました。今年度は
「第 回科学の甲子園ジュニア全国大会島根県予選大会」1
も併せて開催し、右表のとおりたくさんの児童生徒が参加
しました。島根県全体では１０００人を超えました。
初めて飯南町に特設会場（頓原小学校）が設けられたこ
ともあり、管内の参加者が昨年度より４０名近く増えまし
た。児童生徒の参加や運営にあたって、多くの学校・教職
員のみなさんにご尽力をいただきましたことに、心から感

しあげます。謝申
ところで、みなさんは数リンピックの問題をご覧になったことがあるでしょうか。全国学力・学習状
況調査のＢ問題と類似しています。この数リンピックの過去の問題を使った授業をしてみませんか。

実は全国学力・学習状況調査の結果から、島根県は算数・数学を得意とする児童生徒の
割合が低いことが分かっています。普段の授業では算数・数学が苦手な児童生徒に焦点を
当てた学習が進められ、上位の児童生徒をさらに引き上げるような授業が十分になされて
いないことが一因ではないかとも言われています。
「とは言われても、なかなか授業では… 」という先生は、希望者に宿題として出してみ。

るとか、算数・数学コーナーに掲示しておくなど、知識・技能をフル活用して解決を図る

問題に挑戦する機会を児童生徒に提供してみませんか。まずは、数リンピックはどんな問

題なのかを知ることから始めてみてはどうでしょう。

平成２５年度 数リンピック（第１回科学の甲子
園ジュニア全国大会島根県予選大会）を終えて

～問題を活用してみませんか？～

指導主事 竹田 賢治

 「しまね数リンピック」の問題・解答用紙・解答例は，「島根県教育用ポータルサイト」で公開しています。学校の

参照者用ユーザーID とパスワードでログインした後，「キャビネット」をチェックし，「数リンピック」で検索して

ください。 

個人 ペア 個人 ペア

出 雲 市 50 64 19 48 181

雲 南 市 4 10 5 4 23

奥出雲町 1 22 4 20 47

飯 南 町 3 8 0 0 11

計 58 104 28 72 262

小学校（人） 中学校（人）
計

（ 、 ）内 科学の甲子園ジュニア参加者１２名

＊「管内の教育」は島根県教育庁 出雲教育事務所ウェブサイトにカラーで掲載されています。
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平成２５年度末教職員人事異動

調整監 松本 泰治

教職員の人事異動の目的は、学校の教育活動を一層清
新活発にし、本県教育の進展に資することにあります。
出雲教育事務所としても、平成２６年度人事異動方針細
則に基づき、以下の３点を基本方針として、広域の視野
に立ち、管内の学校教育の活性化をめざします。

1 各校の学校経営構想並びに各市町の教育構想
を尊重した広域人事の実施
●各市町の人事配置構想の尊重（広域転補の実施）
●各校の人事配置計画の重視
●隣接市町間の人事交流の促進

島根県教育の基本理念を踏まえ、管内の４市町で
は、それぞれの教育構想に基づき、特色ある教育
施策の展開がなされています。今後も管内の教育

、 、の一層の充実に資するため 人事交流を広域化し
各市町の教育構想を尊重した学校教育の活性化を
めざしたいと考えています。
年度当初に、管内の全小・中学校の校長先生方に、自

校の学校経営構想に基づく教職員人事配置計画を求めま
した。人事異動の実施にあたって、それぞれの学校の中
長期的な展望に立った学校運営とそれに伴う人事配置計
画を重視し、各校のめざす教育目標の実現に寄与するよ
う、適材を適所に配置するとともに，学校の教員組織が

。適正なものとなるような人事異動を進めていく考えです
また、広域人事の実施は，教育の機会均等と教育水準

の維持・向上のために不可欠であり、教育活動の刷新充
実の上からも積極的に進めていきたいと考えます。

２ 人事異動細則の遵守
●永年勤続の解消（教職員の資質向上、学校の活性化、…）
●他地域勤務、へき地勤務の完全実施
（へき地とへき地外との人事交流の促進）

●細則解消状況の点検・確認

平成２６年４月１日より、永年勤続の取り扱い等が以
。 、下の通りとなります 全教職員に周知徹底するとともに

今年度末の異動や今後の赴任計画について考える場合の
参考にしていただきたいと思います。
１ 平成２６年度学校教育職員人事異動細則
(1)永年勤続の取扱いに関する改正の概要

、「 」○永年勤続者の定義に関して 同一旧市町村
を「同一市町村」に改める。
○関連する文言を整理するとともに、細則別表
「 『 』３ 永年勤続に係る 同一旧市町村内の学校
とみなさないことが人事異動上特に必要と認
められる学校一覧」を細則別表3-1「永年勤
続に係る『同一市町村内の学校』とみなさな
いことが人事異動上特に必要と認められる学
校一覧」に改める （認められる学校を大幅。
に縮小した ）。

(2)生活の本拠地における勤務の取扱いに関する改
正の概要
○「生活の本拠地勤務」について、名称を「本
拠地勤務」と改める。

○細則で定めるその定義に関して 「生活の本、
拠地を置く旧市郡」を「生活の本拠地を置く
市郡」に改める。

(3)行政機関等勤務の取扱いに関する改正の概要
○本県及び県内市町村の行政機関等に、平成２
２年度以降３年以上勤務した場合は 「へき、
地学校の１回の勤務」に代えることができる
こととする。

２ 平成２６年度学校事務職員人事異動細則
(1)行政機関等勤務の取扱いに関する改正の概要
○本県の行政機関等に、平成２３年度以後引き
続き３年間勤務した場合 「出身外ブロック、
勤務」又は「へき地学校勤務」を１回行った
ものとする。３年を超えた場合は、当該勤務
年数から３年を引いた年数を当該勤務後の
「出身外ブロック勤務」又は「へき地学校勤
務」に通算する。３年に満たない場合は、当
該勤務後の「出身外ブロック勤務」又は「へ
き地学校勤務」に通算する。

「他地域勤務」及び「へき地勤務」の趣旨や考え方
については、十分周知されているところですが、未解
消の教員の方には細則に示された年齢に概ね達するま
でに着手及び完了していただきます。
なお 「他地域勤務 「へき地勤務」等の細則解消状、 」

況については、既に、一人一人の解消状況が確認され
確定していますが、本年度の異動調査書の記入にあた
っては、昨年度の調査書をもとに、再度、点検・確認
をしていただきたいと思います。
この方針細則は、教職員誰ものルールであり遵守

しなければなりません。人事の公平性を確保する
上からも、細則解消については厳正に実施してい
きたいと考えています。

３ 個々の赴任計画の尊重
●方針細則を踏まえた赴任計画の立案・実施
●自らの職能成長を図る多様な勤務経験の積み上げ
●個々の事情及び希望の考慮

人事異動は、個々の教職員としてのあり方、生き方に
も係わる事柄でり、校種や規模、地域性等の異なる諸学
校での多様な勤務経験の積み上げは、教職員としての資
質・能力の向上と密接に関連しています。それだけに、
長期的な見通しをもち、自らの職能成長を促す適切な赴
任計画を立てることが望まれます。
管理職には、教職員を育てるという観点から、個々の

ライフステージに応じた的確な指導と助言をお願いした
いと思います。
また、本人の健康状態や家族の状況等、特別な事情に

ついては、可能な限りの配慮をしていきたいと考えてい
ます。ただし、妥当性を欠く自己都合はその対象とはな

。 「 」 、りません あくまでも 公平性と妥当性 が基本であり
良識の範囲内での必要な配慮を講じていきたいと考えて
います。

人事交流を活性化させることは、学校教育の活性化、
教職員の資質向上のみならず、心豊かでたくましい島根

。 、の児童生徒の育成につながると考えます そのため もに
円滑な人事異動を厳正に実施していく考えです。

主な内容

１ 平成２５年度末教職員人事異動

２ 第Ⅰ群の学校訪問指導より

３ 第Ⅳ群生徒指導に関する学校訪問指導から

４ 平成２５年度 数リンピック（第１回科学の甲子園

ジュニア全国大会島根県予選大会）を終えて



特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 の 状 況 把 握 訪 問 や 特 別 支 援 学 級 の 新 設 に 係 る 訪 問 な ど を 実 施 し ま し
た 。 学 校 訪 問 を 通 し て 、 特 別 な 教 育 課 程 の 編 成 や 児 童 生 徒 へ の 支 援 の 在 り 方 、 学 校 の 支 援 体 制 等 に つ
い て お 話 を 聞 い た り 、 実 際に 児 童 生 徒 の 様 子 を 観 察 さ せ て い た だ い た り し ま し た 。
そ の 中 で 、 学 校 が 様 々 な工 夫 や 努 力 を し て お ら れ る 様 子 や 取 組 の 一 部 を 紹 介 し ま す 。

特 別 支 援 教 育 、 生 徒 指 導 等 の 視 点 も も っ て 行 い ま し た 。 特 別 支 援 教 育 が学校訪問指導 に当たっては、
学 校 教 育 全 体 に う ま く 溶 け 込 ん で い る 、 う ま く な じ ん で き て い る 学 校 が 着 実 に 増 え て き て い る こ と を
実 感 し ま し た 。 そ の 中 か らい く つ か の 学 校 を 紹 介 し ま す 。

校 内 資 源 の 活 用
校 内 資 源 を有 効 に 活 用 し て校 内支 援 体制 を 整 備 し

てい る学校がたくさんあった。
★に こ に こ サ ポ ー トテ ィ ーチ ャ ー、 特別支 援 教 育 補
助 者 、通 級指 導 教室 の 職務 内 容に ついて 教 職 員 に
共 通 理解 を図 り 、校 内 支援 委 員会 で適切 な 運 用 方
法 を 検討 した 後 、連 携 して 支 援に あたっ て い る 。

★特 別 支 援 学 級 の 児童 が 交流 学 級で 学習の 成 果 を 発
表 す る際 、交 流 学級 の 児童 が 観客 的な役 割 を す る
の で はな く、 ね らい を きち ん と設 定し、 お 互 い に
学 び のあ る交 流 、そ し て理 解 教育 の推進 を め ざ し
て いる。

関 係 機 関 と の 連 携 強 化
児 童 生 徒 の 実 態 に 応 じ て 、 関 係 機 関 と の 連 携

を 密に 図って いる 学校 があ った 。
★ 多 く の 学 校 が 、 児 童 生 徒 が 医 療 機 関 を 受診 す
る 際 、 担 任 や 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ータ ー
等 が 同 行 し 、 学 校 で の 様 子 を ド ク タ ー に伝 え
た り 、 学 校 で の 支 援 に つ い て 助 言 を 得 たり し
てい る。

★ 個 別 の 指 導 計 画 の 作 成 に あ た っ て 、 当 該児 童
が 通 っ て い る 療 育 機 関 の ス タ ッ フ を 招 き、 療
育 で の 様 子 を 聞 い た り 、 ス タ ッ フ か ら アド バ
イス を受け たり しな がら 作成 して いる 。

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 意 識 し た 授 業 づ く り
通 常 の 学 級 に 在 籍 し 、 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 に 対 し 、 視 覚 的 な 支 援 の 工 夫 、 見 通 し を 持

た せ る こ と に よ り 学 習 意 欲 を 高 め る 工 夫 、 端 的 な 表 現 に よ る 発 問 や 指 示 な ど 、 様 々 な 工 夫 が あ っ た 。
★ 社 会 科 の 授 業 で 、 板 書 の 代 わ り に プ ロ ジ ェ ク タ ー を 使 用 し 、 大 事 な ポ イ ン ト の み 生 徒 に 提 示 し て い
た。処理 能力 に困難さを抱える生徒には、後で プリ ント アウ トし 配布 して いた 。

★ 中 学 校 の テ ス ト で は 、 問 題 用 紙 と 解 答 用 紙 を 別 々 に せ ず 、 問 題 文 の す ぐ と な り に そ の 問 題 の 解 答 を
記入でき るよ うにしていた。

★ 小 学 校 の 国 語 の 授 業 で は 、 授 業 の 最 初 に 本 時 の 流 れ や 内 容 が わ か る ワ ー ク シ ー ト を 配 布 し 、 １ つ の
学習活動 が終 わるごとに、ワークシートにシー ルを 貼り 、学 習意 欲を 高め てい た。

第Ⅰ群の学校訪問指導より ～市町派遣の指導主事からの報告～
市町派遣の指導主事の専門性（生徒指導、特別支援教育、学力向上）等を生かした学校訪問指導を

実施しました。

出雲市 小林 真治

雲南市 本間 博

「 特 別 支 援 教 育 」 ～ 推 進 に む け た 工 夫 や 努 力 ～

授 業 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化
Ａ 中 学 校 で は 、 授 業 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

化 を 研 究 の 中 心 に 据 え 各 教 科 共 通 し て 取 り 組 ん
で い る 。 情 報 を 整 理 し て 提 示 す る 、 視 覚 的 な 手
が か り を 利 用 す る 等 、 様 々 な 指 導 の 工 夫 が な さ
れ て い る 。 ま た 、 ペ ア 学 習 や グ ル ー プ 学 習 な ど
を 学 習 過 程 に 取 り 入 れ る 等 関 わ り 合 い を 大 事 に
するな どの 生徒 指導からの視点も見られる。

積 極 的 な 生 徒 指 導
Ｂ 中 学 校 で は 、 い じ め の 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 の

た め に 従 来 の 生 徒 対 象 ア ン ケ ー ト 調 査 だ け で は な
く 、 保 護 者 に 向 け た い じ め に 関 す る 調 査 を 行 っ て
い た 。 ま た 、 生 徒 ・ 保 護 者 対 象 の メ デ ィ ア リ テ ラ
シ ー を 育 成 す る 講 演 会 や 研 修 を 実 施 す る 等 の 積 極
的 取 組 が 見 ら れ た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 電 話 等
の ト ラ ブ ル と い う 昨 今 の 課 題 に も 目 が 向 け ら れ て
いた 。

「 合 い 言 葉 」 で 一 体 感 の 醸 成
Ｃ 小 学 校 で は 、 教 職 員 の 研 究 、 児 童 会 運 営 、

学 校 目 標 等 々 に 「 合 言 葉 」 を 活 用 し 、 教 職 員 ・
児 童 が 一 体 と な っ た 活 動 を 展 開 し て い る 。 教 職
員 ・ 児 童 共 々 に 生 き 生 き と 学 校 生 活 を 送 っ て い
る。

幼 稚 園 ・ 小 学 校 の 連 携
Ｄ 小 学 校 で は 、 幼 稚 園 と 連 携 ・ 協 働 し た 活 動 の

展 開 が 見 ら れ る 。 朝 マ ラ ソ ン や 運 動 会 な ど 小 学 生
が 幼 稚 園 児 の 世 話 を す る 姿 が 見 ら れ る 。 ま た 、 学
校 目 標 、 教 育 活 動 、 学 校 評 価 が 一 体 と な っ た 計 画
がな され てい る。

「 特 別 支 援 教 育 「 生 徒 指 導 」」

新 入 生 の エ ネ ル ギ ー を 最 高 学 年 が 受 け 止 め 、 活 気 あ る 学 校 を さ ら に 教 師 が パ ワ ー ア ッ プ し て い る こ と
。 「 」（ ） 。を 実 感 しま した 奥 出 雲 町 の 魅 力 に 教師 密度 の 高 さ 一 人 の 児 童 生 徒 に 関 わる 教 師 の 数 が あ り ま す

地 域 の 教育 資源 （ ひ と ・ も の ・ こ と ） を 生 か し た教 育 実 践 が 今 日 も 展 開 さ れ て い ます 。

小 中 学 校 で は 保 小 中 高 の 連 携 を 基 盤 と し な が ら 、 校 内 外 の さ ま ざ ま な 資 源 を 生 か し て 指 導 の 改 善 に 取
組 ん で いま す。 今 回 は 、 そ の 中 の い く つ か を 紹 介し ま す 。

全 校 体 制 で の 指 導 改 善
子 ど も の 実 態 を も と に 取 組 の 成 果 と 課 題 を

、 。把 握 し 全 校 体 制 で 指 導 の 改 善 に 努 め て い る
① 年 間 ２ 回 、 学 校 独 自 の 学 習 ア ン ケ ー ト を 実
施 。 全 職 員 で 成 果 と 改 善 策 を 検 討 し 授 業 改
善 を 図 る 。

② 学 力 調 査 結 果 を 基 に 学 習 規 律 を 重 点 化 し 、
全 教 職 員 が 徹 底 し て 指 導 す る と と も に 、 １
時 間 の 授 業 の 流 れ の 基 本 形 を 全 校 で 統 一 す
る 。

③ 全 校 生 徒 に 「 学 習 ガ イ ダ ン ス （ 学 習 相 談 」）
を 実 施 。 学 習 上 の 悩 み 等 に つ い て 助 言 す る
一 方 で 、 生 徒 の つ ま づ き を 踏 ま え て 授 業 改
善 に 生 か す 。

I CTの 効 果 的 な活 用
各 種 のＩ Ｃ Ｔ 、 特 にデ ジ タル 教 科書 の 活用 が

進んでいる。
① 効 果的 な 資料 や 動画 を拡 大提示 して 関心を 高
める、課題をつかませる。

②子 ど も が 電 子 黒 板 上 に 気 づ き な ど を 書 き 込 み
な がら 自 分の 考 えを 説明 する、 意見 を練り 合
う。

③ 書 き込 み を保 存 し、 授業 の振り 返り や評価 に
役 立て る など 、 授業 のね らいの 達成 、子ど も
の 思 考 ･表 現 を 促 す た め の 効 果 的 な 活 用 を し
ている。

多 様 な 体 験 の 設 定
あ る 小 学 校 で は 「 〇 〇 小 オ ン ス テ ー ジ 」 と

称 し た 時 間 を 設 け 、 全 校 児 童 が 自 由 な 発 想 で
自 己 表 現 で き る 場 を 設 定 し て い る 。
複 数 の 小 学 校 が 合 同 で 川 の 水 質 調 査 に 出 か

け た り 、 中 学 生 と 中 学 校 教 員 が 一 緒 に 小 学 校
に 出 向 い て 理 科 実 験 を 行 っ た り す る な ど 、 異
年 齢 ・ 異 集 団 で の 体 験 に 基 づ い た 学 び も 工 夫
さ れ て い る 。

教職員の学び合い
小 中 高の 職 員が 校 種をこ えて 積極 的に授 業を

見合 っ てい る 。小 ⇔ 中⇔高 の双 方向 の視点 から
子ど も の実 態 や指 導 内容が 把握 でき るので 、学
習の 系 統性 等 を意 識 した指 導を 充実 させる こと

。 、ができる 他校・異校種の授業構成や指導方法
教材 の 工夫 等 のよ さ や課題 を検 討す る中で 、よ
りよ い 授業 づ くり が 図られ てい る。 小規模 校に
おける研修機会の充実にもつながっている。

飯南町 森山 雪美

奥出雲町 川角 朋之

「 学 力 向 上 」 ～ 校 内 外 の 資 源 を 生 か し た 指 導 の 改 善 ～

「 学 力 向 上 及 び 生 徒 指 導 ・ 特 別 支 援 教 育 」
～ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 ・ 専 門 諸 機 関 等 と の 連 携 ～

進 む 学 校 間 の 連 携
こ れ ま で 実 践 を 重 ね て き た 保 幼 小 中 連 携 ス テ ッ プ ア ッ

プ 事 業 、 道 徳 教 育 総 合 支 援 事 業 等 を 活 用 し て の 取 組 が 、

各 中 学 校 区 を 基 盤 に 連 携 が 図 ら れ て い る 。 学 力 や 生 徒 指
導 上 の 課 題 を 共 有 す る と と も に 、 特 別 支 援 教 育 を 基 盤 に
し た 個 に 対 す る 細 や か な 支 援 を 生 か そ う と し た 実 践 が 展
開されていた。
★ 昨 年 度 か ら 始 ま っ た 中 学 校 区 ご と の 合 同 宿 泊 訓 練 、 合
同 修 学 旅 行 に 加 え 、 町 内 の 全 ６ 年 生 （ 複 式 学 校 は ５ 年

生 も 参 加 ） が 会 し て の 「 た た ら 体 験 学 習 」 も 継 続 的 に
実 施 さ れ 、 他 校 児 童 と の 交 流 や 意 見 交 換 が 促 進 さ れ て
いる。

★「 メモ の 取り 方 （小 学 生 「 ノー ト の作 り方 （中学」 ）、 」
生 「 板 書 の 仕 方 （ 教 師 ） 等 、 町 内 の 児 童 生 徒 に 身）、 」
に つ け さ せ た い 力 を 培 う た め 、 各 学 校 に お い て 実 践 的
研 究 が 始 め ら れ て い る 。 各 校 の 実 態 を 捉 え た 創 造 的 ・
計画的な実践の集積が期待される。

家 庭 ・ 地 域 ・ 専 門 機 関 と の 連 携
子 ど も 一 人 一 人 を 伸 ば そ う と 基 盤 と し

て の 「 子 ど も 理 解 」 の 側 面 も 強 く 感 じ ら

れ る 。 個 に 応 じ た 適 切 な 支 援 、 人 間 関 係
を 豊 か に す る 関 わ り 方 等 、 発 達 を 含 め た
子 ど も 研 究 の 推 進 、 教 師 と し て の 指 導 力
の 向 上 、 家 庭 と の 双 方 向 で の 情 報 連 携 を
促す取組が活発化している。
★ 専 門 的 な 視 点 か ら 子 ど も を 理 解 す る た

め に 、 町 内 外 の 巡 回 相 談 （ 特 別 支 援 学
校 ・ 福 祉 施 設 ） 等 を 校 内 研 修 に 位 置 づ
け積極的に活用する学校も多い。

★ 特 別 支 援 教 育 に 対 す る 地 域 の 理 解 が 広
が っ て き て い る 。 同 和 教 育 を 基 底 に 据
え た 「 人 間 関 係 作 り 」 と し て 地 域 と 連
携を図っている学校が多い。




